
BIS V-6110-063-C _ _ _ (-SA3) 

deutsch Technische Beschreibung, 
Betriebsanleitung 

  english Technical Description,
 Operating Manual 

中文 技术手册，操作手册 

한국어 기술 참조, 작동 설명서 

日本語  ユーザーズガイド 



www.balluff.com







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































www.balluff.com

BIS V-6110-063-C _ _ _ (-SA3)
プロセッサ

3日本語

1 ご使用の前に 4

1.1 本ユーザーズガイドについて 4
1.2 表記規則 4
1.3 記号 4
1.4 警告の意味 4
1.5 略語 5

2 安全性 6

2.1 本製品の用途 6
2.2 安全に関する一般的な注記 6

3 基本知識 7

3.1 識別システムの動作原理 7
3.2 製品説明 7
3.3 制御機能 8
3.4 データの整合性 8
3.5 RFIDアンテナH1～H4 9
3.6 EtherCAT 9
3.7 IO-Link 10
3.8 通信モード 10
3.9 USBポート 10

4 設置 11

4.1 プロセッサの同梱物 11
4.2 プロセッサ設置 11
4.3 電気的接続 12

5 技術データ 16

6 始動 18

6.1 EtherCAT 18
6.2 プロジェクトプランニング 18
6.3 プロジェクト・プランニング・ソフトウェアへの統合 28

7 デバイス機能 32

7.1 BIS V-6110の機能原理 32
7.2 プロセスデータバッファ 33
7.3 機能表示灯 73
7.4 例 75
7.5 ディスプレイ 89

付録 91

インデックス 98















































































































BIS V-6110-063-C _ _ _ (-SA3)
プロセッサ

58 日本語

コマンド識別子48hex: パラメータ書込み

パラメータ書込み(Write Parameters)コマンドは、動作に影響を与えるBIS	 VUの読取り/書込み
にパラメータを転送します。

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex コマンド識別子 48hex:	パラメータ書込み。

02hex パラメータ		
(低バイト)

パラメータ番号

03hex パラメータ		
(高バイト)

パラメータ番号

04hex 長さ	 バイトでのパラメータ長

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

プロセッサからデータが受け入れられるのは、コマンドがプロセッサによって受け入れら
れ、かつ確認された後のみです。

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex データ パラメータデータ

… データ パラメータデータ

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

8ビット	(1バイト)	を超える数値パラメータは、LSBが最初に送信されます。
例:	32ビット値00000602hexは、バイトシーケンス02	06	00	00として送信されます。

入力バッファ: ステータスメッセージ

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex ステータスコード クエリのステータス情報を提供します。

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

BIS VUのRFID 
アンテナの特定コ
マンド

7 デバイス機能
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コマンド識別子49hex: パラメータ読取り

RFIDアンテナに現在設定されているパラメータ値を読み取ります。

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex コマンド識別子 49hex:	パラメータ読取り。

02hex パラメータ		
(低バイト)

パラメータ番号

03hex パラメータ		
(高バイト)

パラメータ番号

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

実行されると、以下の形式で応答が入力バッファに渡されます。

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex バイト数	 後続のサイクルで送信されるパラメータのバイト数。

02hex データ パラメータデータ	

… データ パラメータデータ

… データ パラメータデータ

… データ パラメータデータ

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

8ビット	(1バイト)	を超える数値パラメータは、LSBが最初に送信されます。
例:	32ビット値00000602hexは、バイトシーケンス02	06	00	00として送信されます。

または

入力バッファ: ステータスメッセージ

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex ステータスコード クエリのステータス情報を提供します。

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

BIS VUのRFID 
アンテナの特定コ
マンド

7 デバイス機能
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コマンド識別子50hex: キル (無効化)

キル(Kill)コマンドは、選択(Select)コマンドで先に選択したRFIDタグを無効化します。

注記

キル(Kill)コマンドを実行すると、選択したRFIDタグが恒久的に無効になります。

無効化は元に戻せません。

注記
キル(Kill)コマンドを実行するには、最初にキルパスワードを設定し、RFIDタグにそ
れを書き込む必要があります。
パスワード保護およびUHF	RFIDタグのロック/ロック解除	(「ロック」)	に関する情
報については、UHF	RFID標準EPCglobal™	無線周波数識別プロトコルクラス1第 
2世代UHF	RFIDおよびISO	IEC	18000-63に記載されています。
EPCglobal™規格は、www.gs1.org/standardsからオンラインで入手できます。

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex コマンド識別子 50hex:	キル	(無効化)

02hex パスワード1 第1バイトパスワード

03hex パスワード2 第2バイトパスワード

04hex パスワード3 第3バイトパスワード

パスワード4		
(上位バイト)		

第4バイトパスワード

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

または

入力バッファ: ステータスメッセージ

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex ステータスコード クエリのステータス情報を提供します。

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

BIS VUのRFID 
アンテナの特定コ
マンド

7 デバイス機能
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コマンド識別子53hex: バルク読取り

バルク読取り(Bulk Read)コマンドは、RFIDタグ母集団からデータを読み取ります。オプション
で、アンテナの読取り/書込みがアクティブなゾーンにあるすべてのRFIDタグから、または選
択(Select)コマンドで先に選択したサブセットから。

バルク読取り(Bulk	 Read)コマンドでは、アンテナのアクティブフィールドで検出されたRFID
タグ数のみを最初に報告します。次に、RFIDタグ内のデータが読み取られ、コントローラに
送信されます。
RFIDタグが検出段階と読取り段階の間にアンテナのアクティブフィールドから取り除かれた
場合、または他の理由でRFIDタグを正常に読み取ることができなかった場合、誤ったデータ
が発生する場合があります。この場合、そのデータはデータブロックの最後にあるチェック
バイトを介して無効とマークされ、コントローラに送信されます。

チェックバイトで有効とマークされたデータブロックは、制限なしで使用できます。

255個のRFIDタグから最大255バイトを一度に読み取ることができます。

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex コマンド識別子 53hex:	バルク読取り。

02hex 開始アドレス		
(下位バイト)

読取りの開始アドレス。

03hex 開始アドレス		
(上位バイト)

読取りの開始アドレス。

04hex バイト数		
(低バイト)

開始アドレスから始まる、読取りバイト数。

05hex バイト数		
(高バイト)

開始アドレスから始まる、読取りバイト数。

06hex RFIDタグ選択	 すべて	=	0	/	選択済み	=	1

07hex 最大タグ	 タグの最大数。

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

BIS VUのRFID 
アンテナの特定コ
マンド

7 デバイス機能



BIS V-6110-063-C _ _ _ (-SA3)
プロセッサ

62 日本語

実行されると、以下の形式で応答が入力バッファに渡されます。

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex タグ数 検出されたタグ数

02hex タグあたりのバイ
ト数

タグあたりに送信されるバイト数。

03hex データ	1	[0] 1番目のRFIDタグから読み取られた1番目のバイトの 
送信。

… データ	1	[1] 1番目のRFIDタグから読み取られた2番目のバイトの 
送信。

… データ	1	[…] 1番目のRFIDタグからの追加データ。

… チェックバイト1 チェックバイトは、1番目のRFIDタグからの最終バイ
トで送信されます。これによって、読み取られたデー
タが有効かどうか示されます。
00hex:	データ有効
FFhex:	データ無効

… データ	2	[0] 2番目のRFIDタグから読み取られた1番目のバイトの 
送信。

… データ	2	[1] 2番目のRFIDタグから読み取られた2番目のバイトの 
送信。

… データ	2	[…] 2番目のRFIDタグからの追加データ。

… チェックバイト2 チェックバイトは、2番目のRFIDタグからの最終バイ
トで送信されます。これによって、読み取られたデー
タが有効かどうか示されます。
00hex:	データ有効
FFhex:	データ無効

… … …

… データn	[0] n番目のRFIDタグから読み取られた1番目のバイトの 
送信。

… データn	[1] n番目のRFIDタグから読み取られた2番目のバイトの 
送信。

… データn	[…] n番目のRFIDタグからの追加データ。

… チェックバイトn チェックバイトは、n番目のRFIDタグからの最終バイ
トで送信されます。これによって、読み取られたデー
タが有効かどうか示されます。
00hex:	データ有効
FFhex:	データ無効

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

BIS VUのRFID 
アンテナの特定コ
マンド

7 デバイス機能
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コマンド識別子54hex: バルク書込み

バルク書込み(Bulk Write)コマンドは、RFIDタグ母集団へデータを書き込みます。オプション
で、アンテナの読取り/書込みがアクティブなゾーンにあるすべてのRFIDタグへ、または選択
(Select)コマンドで先に選択したサブセットへ。

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex コマンド識別子 54hex:	バルク書込み。

02hex 開始アドレス		
(下位バイト)

書込み元の開始アドレス。

03hex 開始アドレス		
(上位バイト)

書込み元の開始アドレス。

04hex バイト数		
(下位バイト)

開始アドレスからの書込みバイト数。

05hex バイト数		
(高バイト)

開始アドレスからの書込みバイト数。

06hex RFIDタグ選択 すべて	=	0	/	選択済み	=	1

07hex 最大タグ タグの最大数。

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

プロセッサからデータが受け入れられるのは、コマンドがプロセッサによって受け入れら
れ、かつ確認された後のみです。

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex データ RFIDタグから書き込まれるデータの送信。

… データ RFIDタグから書き込まれるデータの送信。

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

コマンドの実行中に	(AA	=	1,	AE	=	0,	AF	=	0)、現在のステータスが入力バッファに出力されます。

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ AA	=	1,	AE	=	0,	AF	=	0:	コマンド実行中。

01hex タグ数 検出されたタグ数

02hex 処理されるタグ数	 0…255

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

BIS VUのRFID 
アンテナの特定コ
マンド

7 デバイス機能
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正常に実行されると	(AE	=	1,	AF	=	0)、書き込まれたRFIDタグの数が以下の形式で入力バッファ
に送信されます。

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ AE	=	1,	AF	=	0:	コマンドが完了しました。

01hex タグ数 検出されたタグ数

02hex 正常に書き込まれ
たRFIDタグの数

0…255

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

8 ビット	(1 バイト)	を超える数値パラメータは、LSBが最初に送信されます。
例:	32ビット値00000602hexは、バイトシーケンス02	06	00	00として送信されます。

または

入力バッファ: ステータスメッセージ

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ AF	=	1:	ステータスメッセージ

01hex ステータスコード クエリのステータス情報を提供します。

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

BIS VUのRFID 
アンテナの特定コ
マンド

7 デバイス機能
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コマンド識別子55hex: タグ数を返す

このコマンドでは、アンテナの読取り/書込みがアクティブなゾーンで検出されたRFIDタグ数
を返します。オプションで、RFIDタグの総数、または選択(Select)コマンドで選択されたRFID
タグの数。

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex コマンド識別子 55hex:	タグ数を返す。

02hex RFIDタグ選択 すべて	=	0	/	選択済み	=	1

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

実行されると、以下の形式で応答が入力バッファに渡されます。

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex 読み取られたRFID
タグ数

0…255

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

タグが識別されていない場合は、このコマンドが番号「0」を返し、エラーメッセージは返さ
れません。

または

入力バッファ: ステータスメッセージ

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex ステータスコード クエリのステータス情報を提供します。

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

BIS VUのRFID 
アンテナの特定コ
マンド
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コマンド識別子56hex: RSSI (受信信号強度インジケータ) の取得

このコマンドは、選択(Select)コマンドで先に選択したRFIDタグのRSSIを返します。RSSI
は、RFIDタグから受信した応答信号の信号強度に比例する値です。

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex コマンド識別子 56hex:	RSSIの取得

02hex RSSIタイプ 0:	リアルタイムRSSI
1:	パイロットトーンRSSI
2:	データRSSI

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

RSSI値は、IコンポーネントとQコンポーネントの形式で、dBmで測定された電力レベルとし
て返されます。

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex I値

02hex Q値

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

または

入力バッファ: ステータスメッセージ

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex ステータスコード クエリのステータス情報を提供します。

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

BIS VUのRFID 
アンテナの特定コ
マンド
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57hex: ロック

ロック(Lock)コマンドは、UHF	RFIDタグのメモリ領域	 (RES、EPC、TID、USER)	への読取りま
たは書込みアクセス、およびあらゆるタイプのアクセスをブロックできます。セキュリティ
のレベルに応じて、メモリ領域をパスワードで保護することも、完全にブロックすることも
できます。マスクフィールドとアクションフィールドは、新しいロックステータスを受け取
るのがどのメモリ領域か、またそれらをどのように表示するかを指定します。ビットマスク
を使用すると、複数のメモリ領域のロックステータスを同時に変更できます。

注記
ロック (Lock)コマンドを正常に実行するには、先ずパラメータ書込み (Write	
Parameter)コマンドを使用して、RFIDタグの正しいアクセスパスワードを指定する
必要があります。パスワード	(アクセスおよびキル)	は、予備メモリ領域に保存され
ます。

マスク: ビットマスク	 (16ビット)	 は、選択したRFIDタグのロックステータスを考慮
し、それが処理されるべきメモリ領域がどれであるか決定するために使用さ
れます。

0:	メモリ領域はアクションフィールドからの影響を受けない
1:	メモリ領域はアクションフィールドからの影響を受ける

アクション: ビットマスク	 (16ビット)	 は、それぞれのメモリ領域のロックステータスを
どのように変更するか決定するために使用されます。
ロック(Lock)およびパーマロック(Permalock)ビットを設定またはリセットする
ことによって、個々のメモリ領域にロックステータスを設定できます。

ビット番号 7 6 5 4 3 2 1 0

メモリ領域 アクセ
スPW

アクセ
スPW

EPC EPC TID TID USER USER

マスク[0] マスク マスク マスク マスク マスク マスク マスク マスク

アクション
[0]

ロック パーマ
ロック

ロック パーマ
ロック

ロック パーマ
ロック

ロック パーマ
ロック

ビット番号 15 14 13 12 11 10 9 8

メモリ領域 未使用 キルPW キルPW

マスク[1] マスク マスク

アクション
[1]

ロック パーマ
ロック

EPC、TIDおよびUSERメモリ領域のロックステータス:

ロック パーマロック ロックステータス

0 0 読取り/書込み: パスワードなし

0 1 読取り/書込み:	 パスワードなし

(状態の変更はできません)

1 0 読取り:
書込み:

パスワードなし
アクセスパスワード

1 1 読取り:
書込み:

パスワードなし
アクセスパスワード

(状態の変更はできません)

BIS VUのRFID 
アンテナの特定コ
マンド
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注記
TIDメモリ領域は、ロックステータスに関係なく元々読取り専用であるので、読取
りのみが可能です。

予備メモリ領域のロックステータス	(アクセスパスワードとキルパスワード)

ロック パーマロック ロックステータス

0 0 読取り/書込み: パスワードなし

0 1 読取り/書込み:	 パスワードなし

(状態の変更はできません)

1 0 読取り/書込み: アクセスパスワード

1 1 読取り/書込み: 不可

(状態の変更はできません)

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex コマンド識別子 57hex:	ロック。

02hex マスク[0]	

03hex マスク[1]

04hex アクション[0]	

05hex アクション[1]	

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

入力バッファ: ステータスメッセージ

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex ステータスコード クエリのステータス情報を提供します。

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

BIS VUのRFID 
アンテナの特定コ
マンド
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コマンド識別子58hex: カスタムパラメータの有効化

BIS	 M-1_	_-07タイプのRFIDタグに関してカスタムの読取り/書込みコマンドを使用するために、 
BIS	VプロセッサをBIS	M-41_適合モードに設定します。

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex コマンド識別子 58hex:	カスタムパラメータの設定

02hex カスタムパラ
メータ

カスタムオプションを使用した読取り/書込み
0:	無効化
1:	有効化

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、データ
は有効です。

または

入力バッファ: ステータスメッセージ

サブアドレス 意味 機能の説明

00hex 第1ビットヘッダ

01hex ステータスコード クエリのステータス情報を提供します。

… なし 意味なし

最終バイト 第2ビットヘッダ 1番目と2番目のビットヘッダが一致する場合、デー
タは有効です。

制御システムとプロセッサ間の通信は、トレースによって定義されます。ホスト制御システ
ムとプロセッサ間の通信は、出力バッファと入力バッファの制御ビットを使用して実装され
ます。

基本シーケンス
1.	 コントローラはコマンド識別子を、AVビットを設定した出力バッファでプロセッサに送

信します。
AVビットはジョブが開始されたこと、および送信されたデータが有効であることをプロ
セッサに伝達します。

2.	 プロセッサはジョブを受け入れ、入力バッファにAAビットを設定することによってジョ
ブを確定します。

3.	 このジョブに関して追加データを交換する必要がある場合は、TIとTOのトグルビットを
反転することによって、追加データの交換準備ができていることを示します。

4.	 ジョブを正確に実行したら、プロセッサは入力バッファにAEビットを設定します。
5.	 コントローラはすべてのデータを受け入れました。出力バッファのAVビットがリセット

されます。
6.	 プロセッサは、ジョブ中に入力バッファに設定されたすべての制御ビットをリセットしま

す	(AAビット、AEビット)。プロセッサは次のジョブの準備が整います。

注記
すべての仕様は標準値です。RFIDアンテナとRFIDタグの適用や組合せによって
は、変更を生じる可能性があります。
仕様は静的動作に適用され、CRC_16データチェックはありません。
所定のすべての読取り/書込み時間は、RFIDタグとRFIDアンテナ間の通信に基づい
ています。プロセッサとホスト制御システム間のデータ通信時間は含まれていま
せん。

BIS M-41_適合
モード

通信

読取り/書込み時間
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Mifare:

読取り時間ブロックあたり16バイトのRFIDタグ

RFIDタグ検出 ～ 20 ms

読取りバイト0～15 ～ 25 ms

追加16バイトブロックの開始ごと ～ 10	ms	

書込み時間ブロックあたり16バイトのRFIDタグ

RFIDタグ検出 ～ 20 ms

書込みバイト0～15 ～ 60 ms

追加16バイトブロックの開始ごと ～ 30	ms	

ISO 15693:

読取り時間ブロックあたり16バイトのRFIDタグ

RFIDタグ検出 ～ 20 ms

読取りバイト0～15 ～ 25 ms

追加16バイトブロックの開始ごと ～ 10	ms	

書込み時間ブロックあたり16バイトのRFIDタグ

FRAM	
(BIS M-1_	_-02/20)

EEPROM	
(BIS M-1_	_-03/07/08)

RFIDタグ検出 ～ 20 ms ～ 20 ms

書込みバイト0～15 ～ 60 ms ～ 80 ms

追加16バイトブロックの開始ごと ～ 25	ms	 ～ 80 ms

高速*:

読取り時間ブロックあたり64バイトのRFIDタグ

RFIDタグ検出 ～ 20 ms

読取りバイト0～63 ～ 14 ms

追加64バイトブロックの開始ごと ～ 6	ms	

書込み時間ブロックあたり64バイトのRFIDタグ

RFIDタグ検出 ～ 20 ms

書込みバイト0～63 ～ 30 ms

追加64バイトブロックの開始ごと ～ 15	ms	

*これらの時間は、BIS	VM-3_	_-401-S4	RFIDアンテナとBIS	M-1_	_-11/A、BIS	M-1_	_-13/A、BIS	M-1_	_-14/Aまたは	BIS	

M-1_	_-15/A	RFIDタグの組み合わせにのみ適用されます。

読取り時間: 

ブロックあたり16バイトのRFIDタグ BIS L-1_ _

RFIDタグ検出 ～ 110 ms

読取りバイト0～15 ～ 175 ms

追加16バイトブロックの開始ごと ～ 40 ms	

RFIDアンテナ 
BIS	VM用

RFIDアンテナ 
BIS	VL用
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RFIDタグBIS L-2_ _
RFIDタグ検出	+	RFIDタグ読取り	≤	140	ms

書込み時間:

ブロックあたり16バイトのRFIDタグ BIS L-1_ _

RFIDタグ検出 ～ 110 ms

書込みバイト0～15 ～ 285 ms

追加16バイトブロックの開始ごと ～ 100 ms	

RFIDタグBIS L-2_ _
書込み不可

静的モードでの読取り時間

ブロックあたり32バイトのRFIDタグ

バイト数 読取り時間 [ms]

0～31 110

追加32バイトブロックの開始ごと 120

ブロックあたり64バイトのRFIDタグ

バイト数 読取り時間 [ms]

0～63 220

追加64バイトブロックの開始ごと 230

静的モードでの書込み時間

ブロックあたり32バイトのRFIDタグ

バイト数 読取り時間 [ms]

0～31 110	+	n	*	10

≥	32バイト y	*	120	+	n	*	10

ブロックあたり64バイトのRFIDタグ

バイト数 読取り時間 [ms]

0～63 220	+	n	*	10

≥	64バイト Y	*	230	+	n	*	10

n	=	書込み連続バイト数
y	=	処理ブロック数

RFIDアンテナ 
BIS	VL用

RFIDアンテナ 
BIS	C用

7 デバイス機能



BIS V-6110-063-C _ _ _ (-SA3)
プロセッサ

72 日本語

例:	17 バイトは、アドレス187から始まるように書き込む必要があります。RFIDタグ	=	ブロッ
クあたり32バイト。開始アドレス187がブロック5にあり、終了アドレス203がブロック6にあ
るため、ブロック5と6が処理されます。
t	=	2	*	120	+	17	*	10	=	410

ダイナミックモードでの最初のブロック内の読取り時間

ブロックあたり32バイトのRFIDタグ

バイト数 読取り時間 [ms]

0～3 14

追加バイトごとに 3.5

0～31 112

ブロックあたり64バイトのRFIDタグ

バイト数 読取り時間 [ms]

0～3 14

追加バイトごとに 3.5

0～63 224

m	=	読取りの最大アドレス
式:	t	=	(m	+	1)	*	3.5	ms

例:	アドレス9から始まる11バイトを読み取ります。これは、読み取られる最大アドレスが19
であることを意味します。これによって、70 msが生成されます。

注記
BIS  Cを使用した動的操作:	 示された時間は、RFIDタグが検出された後に適用され
ます。それ以外の場合では、RFIDタグが認識されるまで、電源を投入するために
45	 msを追加する必要があります。動的操作で指定された読取り時間を達成するに
は、それぞれのヘッドにおいてタグタイプパラメータを、「BIS  C	 32 バイト」ま
たは「BIS C	64 バイト」に設定する必要があります。

RFIDアンテナ
BIS	C用
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識別システム、EtherCATインタフェース、IO-Linkマスタ1)の動作状態が、LEDを使用して表示
されます。

図	15: 機能表示灯

1 レディデバイス	(RD) 6 リンク/アクティビティ	EtherCAT入力	(L/A)	
2 EtherCATの実行	(RUN)	 7 RD	RFIDアンテナ

3 EtherCATエラー	(ERR)	 8 COM	RFIDアンテナ

4 ディスプレイ 9 サービス/IO-Link1)

5 リンク/アクティビティ	EtherCAT	出力	(L/A)	

1)	 BIS V-6110-…-SA3は非対応

表示灯

機能

レディデバイ
ス (RD)

(緑)

実行 
(RUN)

(緑)

エラー 
(ERR)
(赤)

リンク/アク 
ティビティ  

(L/A)
(緑)

オフ デバイスは運
転可能な状態
になっていま
せん

デバイスは初期状態に 
なっています。

エラーはありま
せん

イーサネット
接続がありま
せん

LED点灯 デバイスは運
転可能な状態
です

デバイスのステータスは
動作可能になっていま
す。サイクリックプロセ
スデータの送受信が行わ
れています。

—

ネットワー
ク接続があ
ります

LEDが点灯
または点滅

— —
EtherCAT仕様に
従ったエラー

—

LED点滅

—

デバイスのステータスは
安全-動作可能になってい
ます。サイクリックプロ
セスデータの送受信が行
われています。出力のス
テータスは安全になって
います。

— —

LEDが短く
点滅

—

デバイスのステータスは
動作前になっています。
プロセスデータの送受 
信はまだ行われていま 
せん。

— —

LEDが瞬く — — — データ送信

7.3 機能表示灯

表示要素の概要
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表示灯

機能

RD RFIDアンテナ
(緑)

COM RFIDアンテナ
(黄)

オフ 準備中 RFIDタグは検出されませんでした

LED点灯 操作の準備完了 RFIDタグが検出されました	(CP)

LED点滅 ケーブル破損またはRFIDアンテ
ナ未接続

RFIDタグを処理しています

動作ステータスを表示するため、IOポートにはLEDが割り当てられています1)。

表示灯
機能

IO-Link 入力

オフ EtherCATはまだ起動していません 信号	=	0

黄 – 信号	=	1

赤 エラー SC*

緑 IO-Link通信アクティブ –

緑で点滅 IO-Linkノードがない、またはケーブ
ル破損

–

*	ピン 1が短絡。この場合、LEDは赤で点灯します。

1)	 BIS V-6110-…-SA3は非対応

RFIDアンテナLED

IO-LinkポートLED
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1. RFIDアンテナ 1で30バイトを読み取る、開始アドレス10

読取りジョブの実行中にRFIDアンテナ1の入力バッファを満たす十分なデータを読み取る
と、そのデータが入力バッファに送信されます。プロセッサが「読取り」操作を終了するま
で、AEビットは設定されません。
「ジョブ終了」(AEビット)	の応答は、最終データが送信される前までに確実に設定されま
す。このタイミングは、要求されたデータ量とコントローラの時間応答によって異なりま
す。この例では、特に注意を要する「Set AE Bit」の部分に斜体を使用しています。

制御 識別システム

1. プロセス出力バッファ	
(ノートシーケンス):

2. プロセス入力バッファ	
(ノートシーケンス):	

01hex コマンド指定子01hex 00hex/0Fhex AAビットを設定

02hex 開始アドレス0Ahex 01…0Ehex 1番目の14バイトを入力

03hex 開始アドレス00hex 00hex/0Fhex TOビットを反転

04hex バイト数1Ehex 00hex/0Fhex AEビットを設定

05hex バイト数00hex
00hex/0Fhex AVビットを設定

3. プロセス入力バッファ: 4. プロセス入力バッファ:

01…0Ehex 1番目の14バイトをコピー 01…0Ehex 2番目の14バイトを入力

プロセス出力バッファ: 00hex/0Fhex TOビットを反転

00hex/0Fhex TIビットを反転 00hex/0Fhex AEビットを設定

5. プロセス入力バッファ: 6. プロセス入力バッファ:

01…0Ehex 2番目の14バイトをコピー 01…02hex 最終バイトを入力

プロセス出力バッファ: 00hex/0Fhex TOビットを反転

00hex/0Fhex TIビットを反転 00hex/0Fhex AEビットを設定

7. プロセス入力バッファ: 8. プロセス入力バッファ:

01…02hex 最終バイトをコピー 00hex/0Fhex AAビットとAEビットをリ
セット

プロセス出力バッファ:

00hex/0Fhex AVビットをリセット

7.4 例

7 デバイス機能



BIS V-6110-063-C _ _ _ (-SA3)
プロセッサ

76 日本語

2. RFIDアンテナ 1で30バイトを読み取る、開始アドレス10、読取り中に問題発生

注記
問題が発生した場合、対応するステータス番号で設定されるのは、AEビットでは
なくAFビットです。AFビットを設定すると、ジョブがキャンセルされ、終了の宣
言がなされます。

制御 識別システム

1. プロセス出力バッファ	
(ノートシーケンス):

2. プロセス入力バッファ		
(ノートシーケンス):	
問題がすぐに発生した場合!

01hex コマンド指定子01hex 00hex/0Fhex AAビットを設定

02hex 開始アドレス0Ahex 01hex ステータス番号を入力

03hex 開始アドレス00hex 00hex/0Fhex AFビットを設定

04hex バイト数1Ehex

05hex バイト数00hex
00hex/0Fhex AVビットを設定

3. プロセス入力バッファ: 4. プロセス入力バッファ:

01hex ステータス番号をコピー 00hex/0Fhex AAビットとAFビットをリ
セット

プロセス出力バッファ:

00hex/0Fhex AVビットをリセット

例
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3. RFIDアンテナ 1で30バイトを読み取る、開始アドレス10、読取り中に問題発生

注記
データ送信を開始後に問題が発生した場合、対応するステータス番号とともに提
供されるのは、AEビットではなくAFビットです。AFステータスメッセージが優先
します。どのデータが正しくないかを指定することはできません。AFビットを設
定すると、ジョブがキャンセルされ、終了の宣言がなされます。

制御 識別システム

1. プロセス出力バッファ	
(ノートシーケンス):

2. プロセス入力バッファ	
(ノートシーケンス):	

01hex コマンド指定子01hex 00hex/0Fhex AAビットを設定

02hex 開始アドレス0Ahex 01…0Ehex 1番目の14バイトを入力

03hex 開始アドレス00hex 00hex/0Fhex TOビットを反転

04hex バイト数1Ehex
05hex バイト数00hex
00hex/0Fhex AVビットを設定

3. プロセス入力バッファ: 4. プロセス入力バッファ:
問題が発生した場合!

01…0Ehex 1番目の14バイトをコピー 01hex ステータス番号を入力

プロセス出力バッファ: 00hex/0Fhex AFビットを設定

00hex/0Fhex TIビットを反転

5. プロセス入力バッファ: 6. プロセス入力バッファ:

01…0Ehex ステータス番号をコピー 00hex/0Fhex AAビットとAFビットをリ
セット

プロセス出力バッファ:

00hex/0Fhex AVビットをリセット

例
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4. RFIDアンテナ 1で30バイトを書き込む、開始アドレス20

制御 識別システム

1. プロセス出力バッファ	
(ノートシーケンス):

2. プロセス入力バッファ	
(ノートシーケンス):	

01hex コマンド指定子02hex 00hex/0Fhex AAビットを設定、TOビット
を反転

02hex 開始アドレス14hex
03hex 開始アドレス00hex
04hex バイト数1Ehex
05hex バイト数00hex
00hex/0Fhex AVビットを設定

3. プロセス出力バッファ: 4. プロセス出力バッファ:

01…0Ehex 1番目の14バイトを入力 01…0Ehex 1番目の14バイトをコピー

00hex/0Fhex TIビットを反転 プロセス入力バッファ:

00hex/0Fhex TOビットを反転

5. プロセス出力バッファ: 6. プロセス出力バッファ:

01…0Ehex 2番目の14バイトを入力 01…0Ehex 2番目の14バイトをコピー

00hex/0Fhex TIビットを反転 プロセス入力バッファ:

00hex/0Fhex TOビットを反転

7. プロセス出力バッファ: 8. プロセス出力バッファ:

01…02hex 最後の2バイトを入力 01…02hex 最後の2バイトをコピー

00hex/0Fhex TIビットを反転 プロセス入力バッファ:

00hex/0Fhex AEビットを設定

9. プロセス出力バッファ: 10. プロセス入力バッファ:

00hex/0Fhex AVビットをリセット 00hex/0Fhex AAビットとAEビットをリ
セット

例
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5. 1つのRFIDタグから別のRFIDタグにデータをコピーする

RFIDアンテナ	(ソース)	にある1つのRFIDタグからのデータが、別のRFIDアンテナ	(ターゲット)	
の前にあるRFIDタグにコピーされます。RFIDタグは、RFIDアンテナの前にある必要があり(ダ
イナミックモードが設定成されている場合であっても)、かつ指定されたアドレスの範囲を有
している必要があります。コマンドはソースヘッドのバッファで処理されます。

この例では、RFIDタグのアドレス10から始まる17バイトは、RFIDアンテナ3の前にあるRFID
タグのアドレス35からコピーされます。

制御 識別システム

1. プロセス出力バッファ	
(ノートシーケンス):

2. プロセス入力バッファ	
(ノートシーケンス):	

01hex コマンド指定子11hex 00hex/0Fhex AAビットを設定し、 
AEビットを設定する

02hex ソース開始アドレス0Ahex
03hex ソース開始アドレス00hex
04hex ターゲット開始アドレス

23hex
05hex ターゲット開始アドレス

00hex
06hex バイト数11hex
07hex バイト数00hex
08hex ターゲットヘッド番号	

03hex
00hex/0Fhex AVビットを設定

3. プロセス出力バッファ: 4. プロセス入力バッファ:

00hex/0Fhex AVビットをリセット 00hex/0Fhex AAビットとAEビットをリ
セット

例
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6. 定数値を用いたRFIDタグへの書込み

開始アドレス80から始まる1000 バイト	(定数値)	で、RFIDタグは書き込まれます。

制御 識別システム

1. プロセス出力バッファ	
(ノートシーケンス):

2. プロセス入力バッファ	
(ノートシーケンス):	

01hex コマンド指定子32hex 00hex/0Fhex AAビットを設定、TOビッ
トを反転

02hex 開始アドレス50hex
03hex 開始アドレス00hex
04hex バイト数E8hex
05hex バイト数03hex
00hex/0Fhex AVビットを設定

3. プロセス出力バッファ: 4. プロセス出力バッファ:

01 定数値を入力 01 定数値をコピー

00hex/0Fhex TIビットを反転 プロセス入力バッファ:

00hex/0Fhex AEビットを設定

5. プロセス出力バッファ: 6. プロセス入力バッファ:

00hex/0Fhex AVビットをリセット 00hex/0Fhex AAビットとAEビットをリ
セット

例
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7. CRC用にRFIDタグを初期化

CRC初期化シーケンスは書込みコマンドに類似しています。開始アドレスとバイト数は、使
用データの最大量に対応している必要があります。
この例では、RFIDタグのメモリ領域全体	 (752バイト)	 が使用されています。CRCには94バイ
トが必要なため、RFIDタグ上の658バイトをデータバイトとして使用できます。

制御 識別システム

1. プロセス出力バッファ		
(ノートシーケンス):

2. プロセス入力バッファ		
(ノートシーケンス):	

01hex コマンド指定子12hex 00hex/0Fhex AAビットを設定、TOビッ
トを反転

02hex 開始アドレス00hex
03hex 開始アドレス00hex
04hex バイト数92hex
05hex バイト数02hex
00hex/0Fhex AVビットを設定

3. プロセス出力バッファ: 4. プロセス出力バッファ:

01…0Ehex 1番目の14バイトを入力 01…0Ehex 1番目の14バイトをコピー

00hex/0Fhex TIビットを反転 プロセス入力バッファ:

00hex/0Fhex TOビットを反転

5. プロセス出力バッファ: 6. プロセス出力バッファ:

01…0Ehex 2番目の14バイトを入力 01…0Ehex 2番目の14バイトをコピー

00hex/0Fhex TIビットを反転 プロセス入力バッファ:

00hex/0Fhex TOビットを反転

95. プロセス出力バッファ: 96. プロセス出力バッファ:

01…08hex 最終バイトを入力 01…08hex 最終バイトをコピー

00hex/0Fhex TIビットを反転 プロセス入力バッファ:

00hex/0Fhex AEビットを設定

97. プロセス出力バッファ: 98. プロセス入力バッファ:

00hex/0Fhex AVビットをリセット 00hex/0Fhex AAビットとAEビットをリ
セット

例
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8. RFIDアンテナの基本状態を作成するか、RFIDアンテナをOFFにする

識別システムのRFIDアンテナは、互いに独立して基本状態にすることができ、それぞれの
RFIDアンテナを遮断することができます。

制御 識別システム

1. プロセス出力バッファ:	 2. 初期状態に戻ります。
プロセス入力バッファ:

00hex/0Fhex GRビットを設定 00hex/0Fhex BBビットをリセット

	⇒ RFIDアンテナをOFFにします

3. プロセス出力バッファ: 4. プロセス入力バッファ:

00hex/0Fhex GRビットをリセット 00hex/0Fhex BBビットを設定

	⇒ RFIDアンテナをONにします

9. RFIDアンテナのスイッチオフ

通常の操作中は、すべてのRFIDアンテナがONになります。それぞれのRFIDアンテナは、KA
ビットを設定することでOFFにできます。

制御

1. プロセス出力バッファ:	

00hex/0Fhex KAビットを設定

KAビットをリセットすることで、RFIDアンテナは再度ONになります。

例
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10 アンテナの前にある複数のRFIDタグのEPCを読み取る (BIS VUのみ)

最大数5個、12バイトのEPCサイズで構成され、RFIDタグ3個を識別する

制御 識別システム

1. プロセス出力バッファ	
(ノートシーケンス):

2. プロセス入力バッファ	
(ノートシーケンス):	

01hex コマンド指定子47hex 00hex/0Fhex AAビットを設定

02hex タイプEPC	00hex 01hex RFIDタグ数03hex
03hex 最大数05hex 02hex EPCあたりのバイト数	0Chex

00hex/0Fhex AVビットを設定 03hex…0Ehex 第1のEPC	12バイト

00hex/0Fhex AEビットを設定

3a. プロセス入力バッファ: 4. プロセス入力バッファ:

01hex RFIDタグ数をノート 01…0Chex 2番目のEPC	12 バイトを 
入力

02hex バイト数を保存 0Dhex	/0Ehex 3番目のEPC	2 バイトを入力

03hex	/0Ehex 1番目のEPC	12バイト 
をコピー

00hex/0Fhex TOビットを反転

3b. プロセス出力バッファ:

00hex/0Fhex TIビットを反転

5a. プロセス入力バッファ: 6. プロセス入力バッファ:

01hex…0Chex 2番目のEPC	12 バイト 
をコピー

01hex…0Ahex 3番目のEPC	10バイトを 
入力

0Dhex	/0Ehex 3番目のEPC	2バイトをコ
ピー

00hex/0Fhex TOビットを反転

5b. プロセス出力バッファ:

00hex/0Fhex TIビットを反転

7a. プロセス入力バッファ: 8. プロセス入力バッファ:

01hex	/0Ahex 3番目のEPC	10バイト 
をコピー

00hex/0Fhex AAビットとAEビットをリ 
セット

7b. プロセス出力バッファ:

00hex/0Fhex AVビットをリセット

例

16バイトのバッ
ファサイズで設
定する場合!
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11. さらに処理するRFIDタグの選択 (BIS VUのみ)

EPCサイズが12バイト構成の場合

制御 識別システム

1. プロセス出力バッファ	
(ノートシーケンス):

2. プロセス入力バッファ	
(ノートシーケンス):	

01hex コマンド指定子40hex 00hex/0Fhex AAビットを設定、TOビット
を反転

02hex タイプEPC	00hex
03hex EPC長	0Chex

04hex 予備	00hex
05hex 予備	00hex
06hex 予備	00hex
00hex/0Fhex AVビットを設定

3. プロセス出力バッファ: 4a. プロセス出力バッファ:

01hex…0Chex 12 バイトEPCを入力 01hex…0Chex EPCを保存

00hex/0Fhex TIビットを反転 4b. プロセス入力バッファ:

00hex/0Fhex AEビットを設定

5. プロセス出力バッファ: 6. プロセス入力バッファ:

00hex/0Fhex AVビットをリセット 00hex/0Fhex AAビットとAEビットをリ 
セット

例

16バイトのバッ
ファサイズで設
定する場合!
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12. バルク書込み (BIS VUのみ)

アンテナの前にあるすべてのRFIDタグに書き込みます。RFIDタグのアドレス3から始まる
16 バイトを書き込みます。

制御 識別システム

1. プロセス出力バッファ		
(ノートシーケンス):

2. プロセス入力バッファ		
(ノートシーケンス):	

01hex コマンド指定子54hex 00hex/0Fhex AAビットを設定、TOビット
を反転

02hex 開始アドレス03hex
03hex 開始アドレス00hex
04hex バイト数10hex
05hex バイト数00hex
06hex サブセットタイプ	00hex
07hex 最大タグ	FFhex
00hex/0Fhex AVビットを設定

3. プロセス出力バッファ: 4a. プロセス出力バッファ:

01…0Ehex 1番目の14バイトを入力 01…0Ehex 1番目の14バイトをコピー

00hex/0Fhex TIビットを反転 4b. プロセス入力バッファ:

00hex/0Fhex TOビットを反転

5. プロセス出力バッファ: 6a. プロセス出力バッファ:

01…02hex 最後の2バイトを入力 01…02hex 最後の2バイトをコピー

00hex/0Fhex TIビットを反転 6b. プロセス入力バッファ:

01hex 検出したタグの数を入力

02hex 正常に書き込まれたタグの
数を入力	

00hex/0Fhex AEビットを設定

7. プロセス入力バッファ: 8. プロセス入力バッファ:

01hex 検出したタグの数を 
コピー

00hex/0Fhex AAビットとAEビットをリ
セット

02hex	 正常に書き込まれたタグ
の数をコピー

プロセス出力バッファ:

00hex/0Fhex AVビットをリセット

例
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13. バルク読取り (BIS VUのみ)

アンテナの前にあるすべてのRFIDタグから読み取ります。RFIDタグのアドレス3から始まる
4 バイトを読み取ります。

制御 識別システム

1. プロセス出力バッファ	
(ノートシーケンス):

2. プロセス入力バッファ	
(ノートシーケンス):	

01hex コマンド指定子53hex 00hex/0Fhex AAビットを設定

02hex 開始アドレス03hex 01hex タグの数を入力

03hex 開始アドレス00hex 02hex タグあたりのバイト数を 
入力04hex バイト数04hex

05hex バイト数00hex 03hex…0Ehex 12バイトのデータとチェッ
クバイトを入力06hex サブセットタイプ	00hex

07hex 最大タグ	FFhex 00hex/0Fhex TOビットを反転

00hex/0Fhex AVビットを設定 00hex/0Fhex AEビットを設定

3a. プロセス入力バッファ:

01hex タグの数をコピー

02hex タグあたりのバイト数
をコピー

03hex～06hex 1番目のタグデータの4番
目のバイトをコピー	

07hex チェックバイトを読み取る

08hex…0bhex 2番目のタグデータの4番
目のバイトをコピー	

0Chex チェックバイトを読み取る

0Dhex	/0Ehex 3番目のタグデータの2番
目のバイトをコピー	

3b. プロセス出力バッファ: 4. プロセス入力バッファ:

00hex/0Fhex TIビットを反転 01hex～08hex l8バイトのデータとチェッ
クバイトを入力

00hex/0Fhex TOビットを反転

00hex/0Fhex AEビットを設定

5a. プロセス入力バッファ: 6a. プロセス入力バッファ:

01hex～02hex 3番目のタグデータの2番
目のバイトをコピー

00hex/0Fhex AAビットとAEビットをリ
セット

03hex	 チェックバイトを読み
取る

04hex～07hex 4番目のタグデータの4番
目のバイトをコピー	

08hex チェックバイトを読み取る

5b. プロセス出力バッファ:

00hex/0Fhex AVビットをリセット

例
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14. RFIDアンテナのパラメータを読み取る (BIS VUのみ)

1つのBIS VU	RFIDアンテナから、パラメータの最大EPC長	 (パラメータ0003hex)	を読み取り
ます。

制御 識別システム

1. プロセス出力バッファ	
(ノートシーケンス):

2. プロセス入力バッファ	
(ノートシーケンス):	

01hex コマンド指定子49hex 00hex/0Fhex AAビットを設定

02hex パラメータ	03hex 01hex パラメータの数を入力

03hex パラメータ	00hex 02hex	 パラメータデータを入力

00hex/0Fhex AVビットを設定 00hex/0Fhex AEビットを設定

3a. プロセス入力バッファ: 4. プロセス入力バッファ:

01hex パラメータ長を読み取る 00hex/0Fhex AAビットとAEビットをリ 
セット

02hex パラメータデータをコピー

3b. プロセス出力バッファ:

00hex/0Fhex AVビットをリセット

15. 選択解除 (BIS VUのみ)

選択(Select)コマンドで実行したRFIDタグの選択を元に戻します。

制御 識別システム

1. プロセス出力バッファ		
(ノートシーケンス):

2. プロセス入力バッファ		
(ノートシーケンス):	

01hex コマンド指定子41hex 00hex/0Fhex AAビットを設定

00hex/0Fhex AVビットを設定 00hex/0Fhex AEビットを設定

3. プロセス出力バッファ: 4. プロセス入力バッファ:

00hex/0Fhex AVビットをリセット 00hex/0Fhex AAビットとAEビットをリ 
セット

例
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16. RFIDアンテナのパラメータを設定 (BIS VUのみ)

パスワードで保護されたRFIDタグにアクセスするためのアクセスパスワード	(パラメータ	
1002hex)	を設定します。

パスワード:	12345678hex

制御 識別システム

1. プロセス出力バッファ	
(ノートシーケンス):

2. プロセス入力バッファ	
(ノートシーケンス):	

01hex コマンド指定子48hex 00hex/0Fhex AAビットを設定、TOビット
を反転

02hex パラメータ	02hex
03hex パラメータ	10hex
04hex パラメータ長	04hex
00hex/0Fhex AVビットを設定

3. プロセス出力バッファ: 4a. プロセス出力バッファ:

01hex パラメータデータ	78hex 01…04hex パラメータデータをコピー

02hex パラメータデータ	56hex 4b. プロセス入力バッファ:

03hex パラメータデータ	34hex 00hex/0Fhex AEビットを設定

04hex パラメータデータ	12hex
00hex/0Fhex TIビットを反転

5. プロセス出力バッファ: 6a. プロセス入力バッファ:

00hex/0Fhex AVビットをリセット 00hex/0Fhex AAビットとAEビットをリ
セット

例
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タグデータをディスプレイに出力できます。2ボタンコントローラで操作します。Enter/Down
ボタンとCancel/Upボタンを短く押すと、メニューレベル内を移動できます。ボタンを長押し
することで、メニューレベルを切り替えたり、アクションを確認またはキャンセルしたりで
きます。

ディスプレイ
(灰色/黒色のテキスト、青色のバック
ライト)

Enter/Downボタン

Cancel/Upボタン

1

BALLUFF
入
力

キ
ャ
ン
セ
ル

3

Info
Tag ID
Version

入力	(1秒)

2

Main
Info

キャンセル		
(1秒)

入力		
(1秒)

キャンセ
ル	(1秒)

キ
ャ
ン
セ
ル		

(1秒)

4

ID, Head 1
E00801D7
E5475D55

キャンセル

5

ID, Head 2
E00801D7
E5475D55

入力

読取り専用RFIDアンテナ	
1の前にあるRFIDタグのID
を表示

読取り専用RFIDアンテナ2の
前にあるRFIDタグのIDを表示

Head_IDs	1～4	(4,	5,	etc.)	(1秒)	を選択しているとき、キャンセルを使用して4に戻すことがで
きます。

7.5 ディスプレイ

タグデータの表示
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1

BALLUFF

キャンセルまた
は入力

2

Main
Info

キャンセル		
(1秒)

入力		
(1秒) キャンセル	(1秒)

4

Info
Tag ID
Version

入力

3

Info
Tag ID
Versionキャンセル

入力		
(1秒)

キャンセル		
(1秒)

5

Vers. Info
FW:  1.00
IOL: 010A

コントローラのファームウェアバージョン	(ここでは1.00)	とIO-Linkファームウェアのバー
ジョンテキスト	(010A)	、の2つのバージョンが表示されます。

バージョン表示
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BIS V – 6 1 10 – 063 –C002

Balluff識別システム

シリーズ V (V = 変数)

システムコンポーネント

6 = プロセッサ

世代	(デザイン/材質)
1 = 第1世代、2011ハウジング設計、金属

インタフェース

02 = PROFIBUS DP
06 = Ethernet/IP
08 = PROFINET
10 = EtherCAT
11 = CC-Link

ソフトウェアタイプ

063 = EtherCAT

接続システム

C002 = 電源: 7/8"オスねじ付き5ピンフランジオスコネクタ
IO-LinkマスタおよびUSB: フランジメスコネクタM12メスねじ、5ピン、Aコード
EtherCAT入力:	フランジオスコネクタM12オスねじ、5ピン、Dコード
EtherCAT出力:	フランジメスコネクタM12メスねじ、5ピン、Dコード
4ヘッドVL/VMおよび次期システム:	フランジメスコネクタM12メスねじ、5ピン、 
Aコード

C102 = C002に関しては、BIS C	RFIDアンテナもサポート	(アダプタが必要)

C007 = 電源: M12オスねじ、5ピン、Lコード付きフランジオスコネクタ
IO-LinkマスタおよびUSB: フランジメスコネクタM12メスねじ、5ピン、Aコード
EtherCAT入力:	フランジオスコネクタM12オスねじ、5ピン、Dコード
EtherCAT出力:	フランジメスコネクタM12メスねじ、5ピン、Dコード
4ヘッドVL/VMおよび次期システム:	フランジメスコネクタM12メスねじ、5ピン、 
Aコード

C107 = C007に関しては、BIS C	RFIDアンテナもサポート	(アダプタが必要)

C008 = 電源: M12オスねじ、4ピン、Lコード付きフランジオスコネクタ
IO-LinkマスタおよびUSB: フランジメスコネクタM12メスねじ、5ピン、Aコード
EtherCAT入力:	フランジオスコネクタM12オスねじ、5ピン、Dコード
EtherCAT出力:	フランジメスコネクタM12メスねじ、5ピン、Dコード
4ヘッドVL/VMおよび次期システム:	フランジメスコネクタM12メスねじ、5ピン、 
Aコード

C108 = C008に関しては、BIS C	RFIDアンテナもサポート	(アダプタが必要)

BIS V-6110-…-SA3の特別バージョンでは、IO-Linkポートは接続されません。

注記
BIS V-6110-	_	_のその他のアクセサリについては、バルーフのBISカタログと 
www.balluff.comをご覧ください。

タイプコード

アクセサリ (オプ
ションであり、
納品物には含ま
れません)

付録
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インデックス: 
サブインデッ

クス 
(16進法)

データ型 アク 
セス

マッピン
グ可能

初期 
設定値

説明

…

PDO割当て

1C10

1C11

1C12 RxPDO割当て	(SM2)	

1C13 TxPDO割当て	(SM3)	

PDOマッピング

PDOマッピン
グ出力

1600 IO-Linkチャンネル1のRxPDOマッピング

1601 RFIDチャンネル1のRxPDOマッピング 

1602 RFIDチャンネル2のRxPDOマッピング 

1603 RFIDチャンネル3のRxPDOマッピング 

1604 RFIDチャンネル4のRxPDOマッピング 

16F0 0x2000
:02

IO-Linkピン2出力のRxPDOマッピング

1701 IO-Link	PDOグループのRxPDOアライ 
メント

1702 RFID	PDOグループのRxPDOアライ 
メント

PDOマッピン
グ入力

1A00 IO-Linkチャンネル1のTxPDOマッピング 

1A01 RFIDチャンネル1のTxPDOマッピング 

1A02 RFIDチャンネル2のTxPDOマッピング 

1A03 RFIDチャンネル3のTxPDOマッピング 

1A04 RFIDチャンネル4のTxPDOマッピング 

1A81 IO-Linkの状態のTxPDOマッピング

1AF0 0x2000
:03

IO-Linkピン2入力のTxPDOマッピング

1AF1 0x2000
:01

IO-LinkセンサショートカットのTxPDO
マッピング

1B01 IO-Link	PDOグループのTxPDOアライ 
メント

1B02 RFID	PDOグループのTxPDOアライメント

IO-Link、追加入力データ

2001:00 RO いいえ 2 サブインデックスの数

2001:01 USINT RO はい 0 アクタショートカット	ピン4

2001:02 BOOL RO はい 0 センサ電源短絡

IO-Link、その他のパラメータ

2002:00 RO いいえ 3 サブインデックスの数

2002:01 USINT RW はい 0 IO-Link安全状態

付録
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インデックス: 
サブインデッ

クス 
(16進法)

データ型 アク 
セス

マッ 
ピング
可能

初期 
設定値

説明

2002:02 USINT RW はい 0 検証タイプ
0:	検証なし
1:	ベンダーID	+	デバイスID
2:	ベンダーID	+	デバイスID	+	シリアル
番号

2002:03 USINT RW はい 0 パラメータサーバ

パラメータ RFID
RFIDアンテナ

21x0:00 RO いいえ 10 サブインデックスの数

21x0:01 BOOL RW いいえ 0 省エネ機能:	LEDオフ

21x0:02 BOOL RW いいえ 0 省エネ機能:	低伝送電力*

21x0:03 BOOL RW いいえ 0 省エネ機能:	低速RFIDタグ検知*

21x0:04 BOOL RW いいえ 0 タイプシリアル番号

21x0:05 BOOL RW いいえ 0 ダイナミックモード*

21x0:06 BOOL RW いいえ 0 CRCチェック

21x0:07 BOOL RW いいえ 0 将来の拡張用の予備

21x0:08 BOOL RW いいえ 0 将来の拡張用の予備

21x0:09 USINT RW いいえ 0 RFIDタグタイプ
1:	使用されるシリーズ	(BIS	VMなど)	の
全RFIDタグを認識*
10:	Mifare	
11:	ISO 15693
20:	EM4x02
21:	Hitag1
22:	HitagS
30:	BIS	C	32バイト
31:	BIS	C	64バイト

21x0:0A USINT RW いいえ 0 プロセスデータバッファの長さ

21x0:0B USINT RW いいえ 2 UID比較カウント	(BIS	VL-3	_	_のみ)

デバイスパラメータ

2A00:00 RO いいえ 2 サブインデックスの数

2A00:01 BOOL RW いいえ 0 ESF:	デバイスのLEDオフ

2A00:02 BOOL RW いいえ 0 キーボード/ディスプレイ読取り専用

*	RFIDアンテナBIS	VU-3_	_用ではない

オブジェクトリ
スト
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インデックス: 
サブインデッ

クス 
(16進法)

データ型 アク 
セス

マッ 
ピング
可能

初期 
設定値

説明

IO-Linkサービスデータ

4000:00 RO いいえ 7 サブインデックスの数

4000:01 USINT RW いいえ 0 制御
0:	制御動作なし
2:	書込み
3:	読取り

4000:02 USINT RO いいえ 0 ステータス
1:	ビジー
2:	成功
3:	エラー
0xFF:	失敗

4000:03 UINT RW いいえ 0 インデックス

4000:04 USINT RW いいえ 0 サブインデックス

4000:05 USINT RW いいえ 0 長さ	(バイト)	

4000:06 バイト
の配列
[0..231]

RW いいえ 0 データ

4000:07 UINT RO いいえ 0 エラーコード

サイクリック入力

IO-Link:  
循環入力 
データ

6000:00 RO いいえ 32 サブインデックスの数

6000:y* バイト
の配列	
[0..0]

RO はい 0 入力バイト y

RFID: サイク
リック入力 
データ

64x0:00 RO いいえ 64 サブインデックスの数

64x0:y バイト
の配列	
[0..0]

RO はい 0 RFIDアンテナxの入力バイトy  

オブジェクトリ
スト
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インデックス: 
サブインデッ

クス 
(16進法)

データ型 アク 
セス

マッ 
ピング
可能

初期 
設定値

説明

サイクリック出力

IO-Link:  
循環出力 
データ

7000:00 RO いいえ 32 サブインデックスの数

7000:y バイト
の配列
[0..0]

RO はい 0 出力バイトy

RFID: サイク
リック出力 
データ

74x0:00 RO いいえ 64 サブインデックスの数

74x0:y バイト
の配列
[0..0]

RO はい 0 RFIDアンテナxの出力バイトy  

IO-Link設定
接続されているIO-Linkデバイスの設定はここで行うことができます。検証をオンにすると、
デバイスID、ベンダーID、製品ID、シリアル番号が使用されます。

8000:00 USINT RO いいえ 40 サブインデックスの数

8000:04 UDINT RW いいえ 0 デバイスID

8000:05 UDINT RW いいえ 0 ベンダーID

8000:06 文字列 RW いいえ 0 製品ID

8000:08 文字列 RW いいえ 0 シリアル番号

8000:20 USINT RW いいえ 0 IO-Linkバージョン番号

8000:21 USINT RW いいえ 0 フレーム能力

8000:22 USINT RW いいえ 0 サイクルタイム

8000:24 USINT RW いいえ 0 入力データのプロセスデータ長

8000:25 USINT RW いいえ 0 出力データのプロセスデータ長

8000:28 UINT RW いいえ 0 マスタ制御

IO-Link情報

9000:00 USINT RO いいえ 37 サブインデックスの数

9000:04 UDINT RO いいえ 0 デバイスID

9000:05 UDINT RO いいえ 0 ベンダーID

9000:06 文字列 RO いいえ 0 製品ID

9000:08 文字列 RO いいえ 0 シリアル番号

9000:20 USINT RO いいえ 0 IO-Linkバージョン番号

9000:21 USINT RO いいえ 0 フレーム能力

9000:22 USINT RO いいえ 0 サイクルタイム

9000:24 USINT RO いいえ 0 入力データのプロセスデータ長

9000:25 USINT RO いいえ 0 出力データのプロセスデータ長

オブジェクトリ
スト
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インデックス: 
サブインデッ

クス 
(16進法)

データ型 アク 
セス

マッ 
ピング
可能

初期 
設定値

説明

IO-Link診断

A000:00 USINT RO いいえ 2 サブインデックスの数

A000:01 USINT RO いいえ 0 IO-Linkステータス

A000:02 USINT RO いいえ 0 失われたフレーム数

モジュール式デバイスのプロファイル

F000:00 USINT RO いいえ 2 サブインデックスの数

F000:01 USINT RO いいえ 16 モジュール式インデックスの距離

F000:02 UINT RO いいえ 64 モジュールの最大数

モジュールリスト

F010:00 USINT RO いいえ 64

IO-Link診断データ

F100:00 USINT RO いいえ 1 サブインデックスの数

F100:01 USINT RO はい 0 IO-Linkステータス

「アクセス	(Access)	」列の“RO”は“読取り専用	(Read	Only)	”を表します。値は読み取ることしかできません。

x	=	RFIDアンテナの1～4の数

y	=	プロセスデータの1～128バイトの数

オブジェクトリ
スト

付録
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10進数 16進数 制御コード ASCII 10進数 16進数 ASCII 10進数 16進数 ASCII

0 00 Ctrl	@ NUL 43 2B + 86 56 V

1 01 Ctrl	A SOH 44 2C , 87 57 W

2 02 Ctrl	B STX 45 2D - 88 58 X

3 03 Ctrl	C ETX 46 2E . 89 59 Y

4 04 Ctrl	D EOT 47 2F / 90 5	A Z

5 05 Ctrl	E ENQ 48 30 0 91 5B [

6 06 Ctrl	F ACK 49 31 1 92 5C \

7 07 Ctrl	G BEL 50 32 2 93 5D [

8 08 Ctrl	H BS 51 33 3 94 5E ^

9 09 Ctrl	I HT 52 34 4 95 5F _

10 0	A Ctrl	J LF 53 35 5 96 60 `

11 0B Ctrl	K VT 54 36 6 97 61 a

12 0C Ctrl	L FF 55 37 7 98 62 b

13 0D Ctrl	M CR 56 38 8 99 63 c

14 0E Ctrl	N SO 57 39 9 100 64 d

15 0F Ctrl	O SI 58 3	A : 101 65 e

16 10 Ctrl	P DLE 59 3B ; 102 66 f

17 11 Ctrl	Q DC1 60 3C < 103 67 g

18 12 Ctrl	R DC2 61 3D = 104 68 h

19 13 Ctrl	S DC3 62 3E > 105 69 I

20 14 Ctrl	T DC4 63 3F ? 106 6	A j

21 15 Ctrl	U NAK 64 40 @ 107 6B k

22 16 Ctrl	V SYN 65 41 A 108 6C l

23 17 Ctrl	W ETB 66 42 B 109 6D m

24 18 Ctrl	X CAN 67 43 C 110 6E n

25 19 Ctrl	Y EM 68 44 D 111 6F o

26 1	A Ctrl	Z SUB 69 45 E 112 70 p

27 1B Ctrl	[ ESC 70 46 F 113 71 q

28 1C Ctrl	\ FS 71 47 G 114 72 r

29 1D Ctrl	] GS 72 48 H 115 73 s

30 1E Ctrl	^ RS 73 49 I 116 74 t

31 1F Ctrl	_ US 74 4	A J 117 75 u

32 20 SP 75 4B K 118 76 v

33 21 ! 76 4C L 119 77 w

34 22 „ 77 4D M 120 78 x

35 23 # 78 4E N 121 79 y

36 24 $ 79 4F O 122 7	A z

37 25 % 80 50 P 123 7B {

38 26 & 81 51 Q 124 7C |

39 27 ' 82 52 R 125 7D }

40 28 ( 83 53 S 126 7E ~

41 29 ) 84 54 T 127 7F DEL

42 2	A * 85 55 U

ASCII表
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インデックス

A
ASCII表		92,	93,	94,	95,	96,	97

C
CRCチェック		22

R
RFIDアンテナ
初期状態の生成		82
OFFにする		82

ア

アクセサリ		91
安全性		6
設置		6
操作		6
始動		6

カ

機械的データ		16
技術データ
寸法		16
電気的データ		16
機械的データ		16
動作条件		17

サ

自動読取り
標準		23

出力バッファ		33
ビットヘッダ		33

書込み時間		70、71
寸法	1	6
制御機能		8
制御ビット
コードあり		34
初期状態		33
ヘッドエラー		34
ジョブ		33,	69
ジョブ終了		34,	69
ジョブエラー		34
ジョブ開始		34,	69
トグルビットイン		33,	69
トグルビットアウト		34,	69

製品説明		7,	10,	11

タ

タイプコード		91
タイプ、シリアル番号		23
ダイナミックモード		23
ダブルビットヘッダ		8

チェックサム		22
データの整合性		8
電気的データ		16
動作原理		7、11、32
動作条件		17

ナ

入力バッファ		34,	35

ビットヘッダ		34

ハ

バッファ合計		32
表示要素		73
プロセッサ
通信		69
表示要素		73
入力バッファ		34,	35
動作原理		32
出力バッファ		33
バッファ合計		32

本製品の用途		6

ヤ

読取り時間		69
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アメリカサービスセンター

USA
Balluff Inc.
8125 Holton Drive
Florence, KY 41042
Toll-free +1 800 543 8390
ファックス +1 859 727 4823 
service.us@balluff.com

本社

茅場町第2平和ビル 3階
バルーフ株式会社
Schurwaldstrasse 9
東京都中央区日本橋茅場町2-9-8
電話 03-5645-5880
info.jp@balluff.jp
balluff@balluff.de

アジアパシフィックサービスセンター

中国
Balluff Automation (Shanghai) Co., Ltd.
No. 800 Chengshan Rd, 8F, Building A,  
Yunding International Commercial Plaza
200125, Pudong, Shanghai
電話 +86 400 820 0016
ファックス +86 400 920 2622
service.cn@balluff.com.cn

DACHサービスセンター

茅場町第2平和ビル 3階
バルーフ株式会社
Schurwaldstrasse 9
東京都中央区日本橋茅場町2-9-8
電話 03-5645-5880
service.de@balluff.de

東ヨーロッパサービスセンター

ポーランド
Balluff Sp. z o.o.
Ul. Graniczna 21A
54-516 Wrocław
電話 +48 71 382 09 02
service.pl@balluff.pl

南ヨーロッパサービスセンター

イタリア
Balluff Automation S.R.L.
Corso Cuneo 15
10078 Venaria Reale (Torino)
電話 +39 0113150711
service.it@balluff.it

www.balluff.com
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Americas Service Center

USA
Balluff Inc.
8125 Holton Drive
Florence, KY 41042
Toll-free +1 800 543 8390
Fax +1 859 727 4823 
service.us@balluff.com

Headquarters

Germany
Balluff GmbH
Schurwaldstrasse 9
73765 Neuhausen a.d.F.
Phone +49 7158 173-0
Fax +49 7158 5010
balluff@balluff.de

Asia Pacific Service Center

Greater China
Balluff Automation (Shanghai) Co., Ltd.
No. 800 Chengshan Rd, 8F, Building A,  
Yunding International Commercial Plaza
200125, Pudong, Shanghai
Phone +86 400 820 0016
Fax +86 400 920 2622
service.cn@balluff.com.cn

DACH Service Center

Germany
Balluff GmbH
Schurwaldstrasse 9
73765 Neuhausen a.d.F.
Phone +49 7158 173-370
service.de@balluff.de

Eastern Europe Service Center

Poland
Balluff Sp. z o.o.
Ul. Graniczna 21A
54-516 Wrocław
Phone +48 71 382 09 02
service.pl@balluff.pl

Southern Europe Service Center

Italy
Balluff Automation S.R.L.
Corso Cuneo 15
10078 Venaria Reale (Torino)
Phone +39 0113150711
service.it@balluff.it

www.balluff.com
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